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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第23期

第１四半期連結
累計期間

第24期
第１四半期連結
累計期間

第23期

会計期間

自平成23年
１月１日
至平成23年
３月31日

自平成24年
１月１日
至平成24年
３月31日

自平成23年
１月１日
至平成23年
12月31日

売上高（千円） 5,917,2015,274,74223,292,666

経常利益（千円） 918,294 287,6853,051,725

四半期（当期）純利益（千円） 591,354 199,2721,715,476

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
517,587 207,9431,632,137

純資産額（千円） 10,631,74211,134,08611,410,885

総資産額（千円） 13,588,01514,003,49214,453,360

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
1,295.03 438.77 3,756.80

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 78.2 78.8 78.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
257,023 46,8241,919,096

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
211,021△396,801△617,304

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△526,782△562,224△919,631

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
5,095,4764,621,8305,526,311

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第23期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。 
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２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。なお、当第１四半期連結累計期間において、ＩＴコンサルティング事業で子会社が２社増加して

おります。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。　
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要等により持ち直しの動きがみられま

したが、欧州債務問題に起因する外国経済の減速や長引く円高、原油価格の高止まり等、懸念すべき問題も多く依然

として先行き不透明な状況で推移いたしました。

このような状況の中、当社グループの当第１四半期連結累計期間の売上高は5,274百万円（前年同期比10.9％

減）、営業利益は230百万円（同74.2％減）、経常利益は287百万円（同68.7％減）、四半期純利益は199百万円（同

66.3％減）となりました。

セグメントの業績は、以下のとおりであります。なお、各業績数値は、セグメント間の内部売上高又は振替高を調

整前の金額で記載しております。

ＩＴコンサルティング事業は、大規模プロジェクトの一つが一段落し、積極的なプロモーション活動を展開しま

した。その結果、複数の新規顧客からの受注を獲得し、プロジェクトが新たにスタートいたしましたが、これらが売

上に大きく貢献するのは下半期以降の見込みであることから、売上高は3,223百万円（前年同期比12.6％減）とな

りました。また、一部のプロジェクトの遅延や、前年同期には計上がなかったＢＣＰ対応コスト、金融クラウドへの

投資、及び海外進出費用の増加等により、営業利益は266百万円（同66.9％減）となりました。

パッケージ＆サービス事業は、株式会社アセンディアにおいては、引き続き堅調に推移いたしました。一方、Ｆｕ

ｔｕｒｅＯｎｅ株式会社においては、昨年からの営業体制の強化が実を結び、前連結会計年度末と比較して受注残

は順調に増加いたしましたが、一部の案件について見込みより開発工数が増加した影響で他の案件の開始時期を遅

らせたこと等により、売上高は976百万円（前年同期比14.6％減）、営業損失は32百万円（前年同期は65百万円の利

益）となりました。

企業活性化事業は、食品スーパーを営む株式会社魚栄商店において、自動発注システムやＥＤＩシステムなどの

ＩＴの導入により、粗利率は安定してまいりました。その結果、売上高は1,152百万円（前年同期比0.9％減）、営業

利益は16百万円（同6.6％増）と、営業黒字を継続しております。

    

(2) 資産、負債及び純資産の状況

当第１四半期連結会計期間末の総資産は14,003百万円となり、前連結会計年度末に比べ449百万円減少いたしま

した。その主な要因は、現金及び預金の減少（前連結会計年度末比△804百万円）、受取手形及び売掛金の減少（前

連結会計年度末比△102百万円）等によるものであります。

また、負債は2,869百万円となり、前連結会計年度末に比べ173百万円減少いたしました。その主な要因は、未払法

人税等の減少（前連結会計年度末比△467百万円）、１年内返済予定の長期借入金の減少（前連結会計年度末比△

16百万円）等によるものであります。

なお、純資産は11,134百万円となり、前連結会計年度末に比べ276百万円減少いたしました。その主な要因は、利益

剰余金の減少（前連結会計年度末比△143百万円）、自己株式の増加（前連結会計年度末比△221百万円）等による

ものであります。

  

(3) キャッシュ・フローの状況 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益を315百万円計上したことや売上債権の減少

額309百万円等により、46百万円の収入（前年同期は257百万円の収入）となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の取得による支出201百万円や無形固定資産の取得による支出

139百万円等により、396百万円の支出（前年同期は211百万円の収入）となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、自己株式の取得による支出223百万円や配当金の支払額320百万円等によ

り、562百万円の支出（前年同期は526百万円の支出）となりました。

これら営業活動、投資活動、財務活動等の結果、当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、4,621百万

円となりました。  

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間における研究開発費は2百万円であります。なお、当第１四半期連結累計期間において、

当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 1,893,760

計 1,893,760

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年５月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 476,640 476,640東京証券取引所市場第一部 （注）１

計 476,640 476,640 － －

（注）１．当社は単元株制度を採用しておりません。

２．「提出日現在発行数」欄には、平成24年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。 

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年１月１日～ 

平成24年３月31日 
－ 476,640 － 1,421,815 － 2,495,772

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】　　　　　

　 平成24年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式

（自己株式等）
－ － －

議決権制限株式

（その他）
－ － －

完全議決権株式

（自己株式等）
普通株式　 　 20,008 － －

完全議決権株式

（その他）
普通株式　 　456,632 456,500 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 476,640 － －

総株主の議決権 － 456,500 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が132株含まれております。

なお、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数132個を含めておりませ

ん。

 

②【自己株式等】

　 平成24年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

フューチャーアー

キテクト株式会社

東京都品川区

大崎１-２-２
20,008 － 20,008 4.20

計 － 20,008 － 20,008 4.20

（注）当第１四半期会計期間の末日現在の自己株式数は26,408株であります。   

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。　

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成24年１月１日から平

成24年３月31日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成24年１月１日から平成24年３月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,076,449 4,271,890

受取手形及び売掛金 2,770,586 2,667,937

有価証券 701,110 802,232

商品 126,890 130,781

仕掛品 54,928 76,400

未収入金 ※
 1,357,981

※
 1,360,170

その他 448,566 522,432

貸倒引当金 △7,364 △5,543

流動資産合計 10,529,150 9,826,302

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,077,281 3,089,980

減価償却累計額 △2,654,607 △2,674,530

建物及び構築物（純額） 422,673 415,450

土地 122,868 122,868

その他 1,549,422 1,577,343

減価償却累計額 △1,308,490 △1,342,252

その他（純額） 240,931 235,090

有形固定資産合計 786,474 773,409

無形固定資産

のれん 145,464 262,047

ソフトウエア 386,794 519,571

その他 22,063 22,675

無形固定資産合計 554,322 804,295

投資その他の資産

投資有価証券 1,523,639 1,553,100

その他 1,119,817 1,106,185

貸倒引当金 △60,043 △59,801

投資その他の資産合計 2,583,414 2,599,484

固定資産合計 3,924,210 4,177,189

資産合計 14,453,360 14,003,492
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 644,020 711,210

短期借入金 32,327 44,871

1年内返済予定の長期借入金 16,000 －

未払法人税等 590,481 123,437

賞与引当金 106,269 96,094

品質保証引当金 65,359 52,490

プロジェクト損失引当金 4,200 －

返品調整引当金 － 17,981

その他 1,257,508 1,488,132

流動負債合計 2,716,167 2,534,218

固定負債

長期借入金 － 9,684

資産除去債務 309,408 312,020

その他 16,899 13,483

固定負債合計 326,307 335,188

負債合計 3,042,475 2,869,406

純資産の部

株主資本

資本金 1,421,815 1,421,815

資本剰余金 2,495,772 2,495,772

利益剰余金 8,661,248 8,518,047

自己株式 △1,171,668 △1,393,328

株主資本合計 11,407,167 11,042,306

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △1,483 2,888

為替換算調整勘定 △6,017 △6,740

その他の包括利益累計額合計 △7,501 △3,851

少数株主持分 11,220 95,631

純資産合計 11,410,885 11,134,086

負債純資産合計 14,453,360 14,003,492
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年３月31日)

売上高 5,917,201 5,274,742

売上原価 3,632,701 3,470,495

売上総利益 2,284,500 1,804,246

販売費及び一般管理費

役員報酬 61,209 64,719

給料及び賞与 716,032 869,898

研修費 5,509 6,451

研究開発費 13,267 2,434

減価償却費 27,079 26,425

採用費 43,259 42,910

その他 524,305 560,605

販売費及び一般管理費合計 1,390,664 1,573,445

営業利益 893,836 230,801

営業外収益

受取利息 838 1,386

受取配当金 1,275 876

負ののれん償却額 14,154 －

持分法による投資利益 1,204 24,846

為替差益 － 26,126

その他 7,712 5,668

営業外収益合計 25,185 58,904

営業外費用

支払利息 380 220

自己株式取得費用 － 1,647

その他 346 152

営業外費用合計 727 2,021

経常利益 918,294 287,685

特別利益

投資有価証券売却益 160,275 －

品質保証引当金戻入額 38,275 －

受取損害賠償金 94,945 －

負ののれん発生益 － 75,209

特別利益合計 293,497 75,209

特別損失

投資有価証券売却損 1,349 －

投資有価証券評価損 1,191 1,275

訴訟関連費用 － 44,000

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 252,519 －

その他 30,000 1,655

特別損失合計 285,059 46,931

税金等調整前四半期純利益 926,731 315,963
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年３月31日)

法人税等 335,377 112,411

少数株主損益調整前四半期純利益 591,354 203,551

少数株主利益 － 4,279

四半期純利益 591,354 199,272

少数株主利益 － 4,279

少数株主損益調整前四半期純利益 591,354 203,551

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △73,792 4,273

為替換算調整勘定 80 18

持分法適用会社に対する持分相当額 △54 99

その他の包括利益合計 △73,766 4,391

四半期包括利益 517,587 207,943

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 517,587 202,922

少数株主に係る四半期包括利益 － 5,020
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 926,731 315,963

減価償却費 48,947 52,557

貸倒引当金の増減額（△は減少） △921 △2,062

賞与引当金の増減額（△は減少） △30,107 △12,268

品質保証引当金の増減額（△は減少） △82,816 △12,869

プロジェクト損失引当金の増減額（△は減少） 11,000 △4,200

受取利息及び受取配当金 △2,113 △2,263

支払利息 380 220

持分法による投資損益（△は益） △1,204 △24,846

負ののれん発生益 － △75,209

受取損害賠償金 △94,945 －

投資有価証券売却損益（△は益） △158,925 －

投資有価証券評価損益（△は益） 1,191 1,275

訴訟関連費用 － 44,000

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 252,519 －

売上債権の増減額（△は増加） 230,649 309,080

たな卸資産の増減額（△は増加） 9,732 △14,041

仕入債務の増減額（△は減少） △19,797 △3,813

その他 15,923 43,944

小計 1,106,243 615,468

利息及び配当金の受取額 2,882 2,098

利息の支払額 △611 △303

法人税等の支払額 △851,492 △570,439

営業活動によるキャッシュ・フロー 257,023 46,824
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 － △201,196

有形固定資産の取得による支出 △3,269 △17,858

有形固定資産の売却による収入 127 －

無形固定資産の取得による支出 △15,770 △139,516

投資有価証券の売却による収入 228,255 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ △64,435

敷金及び保証金の差入による支出 △187 △4,408

敷金及び保証金の回収による収入 966 21,622

事業譲受による収入 － 8,240

その他 900 750

投資活動によるキャッシュ・フロー 211,021 △396,801

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － △2,441

長期借入金の返済による支出 △16,000 △16,000

自己株式の取得による支出 － △223,307

配当金の支払額 △510,782 △320,476

財務活動によるキャッシュ・フロー △526,782 △562,224

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,176 7,720

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △57,560 △904,480

現金及び現金同等物の期首残高 5,153,036 5,526,311

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 5,095,476

※
 4,621,830
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年３月31日）

(1) 連結の範囲の重要な変更

　当第１四半期連結会計期間より、ライフサイエンス コンピューティング株式会社及び同社子会社１社は、株式の取得

により当社の子会社となったため、連結の範囲に含めております。

(2) 変更後の連結子会社の数

　16社

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年３月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年３月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）　

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年12月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成24年３月31日）

※　訴訟関連 

当社は、平成21年11月30日付で日東電工株式会社に

対して請負代金等に関する請求訴訟（請求額1,462百

万円）を東京地方裁判所に提起いたしました。

　これは、同社との間で締結した契約に基づく成果物を

平成21年９月４日をもって納品いたしましたが、同社

は当該成果物の受領及び請負代金等の支払いを拒否し

ているため、訴訟を提起いたしたものです。

※　訴訟関連 

同　左

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年３月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に記載されている科目の金額との関係 

現金及び預金  5,175,476千円

預入期間が３ヶ月を超え

る定期預金
△80,000千円

現金及び現金同等物  5,095,476千円

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に記載されている科目の金額との関係 

現金及び預金  4,271,890千円

預入期間が３ヶ月を超え

る定期預金
△50,000千円

有価証券  399,940千円

現金及び現金同等物  4,621,830千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年３月31日）

配当に関する事項

配当金支払額 

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年３月22日

定時株主総会
普通株式 547,958 1,200平成22年12月31日平成23年３月23日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年１月１日　至　平成24年３月31日）

配当に関する事項

配当金支払額 

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年３月22日

定時株主総会
普通株式 342,474 750平成23年12月31日平成24年３月23日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成23年１月１日　至平成23年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）　

 

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
財務諸表
計上額
（注３）

ＩＴコンサ
ルティング
事業

パッケー
ジ＆サー
ビス事業

企業活性
化事業

計

売上高         

(1)外部顧客への売

上高
3,682,4241,044,6651,162,3795,889,46927,7315,917,201－ 5,917,201

(2)セグメント間の
内部売上高又は
振替高

3,62099,021 518 103,1607,215110,375△110,375 －

計 3,686,0441,143,6861,162,8985,992,62934,9466,027,576△110,3755,917,201

セグメント利益

又は損失(△)
804,87865,93915,656886,473△551 885,9227,913893,836

(注１)　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、インターネット関連事業、有価証券

投資・保有・運用事業等を含んでおります。

(注２)　セグメント利益又は損失(△)の調整額の「7,913千円」は、セグメント間取引の消去の額であります。

(注３)　セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成24年１月１日　至平成24年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）　

 

報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
財務諸表
計上額
（注３）

ＩＴコンサ
ルティング
事業

パッケー
ジ＆サー
ビス事業

企業活性
化事業

計

売上高         

(1)外部顧客への売

上高
3,214,216856,6861,152,2465,223,14951,5925,274,742－ 5,274,742

(2)セグメント間の
内部売上高又は
振替高

9,026119,720 324 129,071 － 129,071△129,071 －

計 3,223,243976,4071,152,5705,352,22151,5925,403,814△129,0715,274,742

セグメント利益

又は損失(△)
266,266△32,23616,697250,726△27,546223,1807,621230,801

(注１)　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、インターネット関連事業、出版事

業、有価証券投資・保有・運用事業等を含んでおります。

(注２)　セグメント利益又は損失(△)の調整額の「7,621千円」は、セグメント間取引の消去の額であります。

(注３)　セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

（固定資産に係る減損損失）

該当事項はありません。　

　

（のれんの金額の重要な変動）

「ＩＴコンサルティング事業」セグメントにおいて、株式の取得に伴い、ライフサイエンス コンピュー

ティング株式会社及び同社子会社を連結子会社といたしました。なお、当該事象によるのれんの増加額は、

当第１四半期連結累計期間においては117,730千円であります。
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（重要な負ののれん発生益）

「その他」セグメントにおいて、当社の連結子会社である東京カレンダー株式会社が、株式会社ＡＣＣ

ＥＳＳのメディアサービス事業を会社分割により承継いたしました。なお、当該事象による負ののれん発

生益の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては75,209千円であります。
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（企業結合等関係）

当第１四半期連結会計期間（自平成24年１月１日  至平成24年３月31日）

（取得による企業結合）

連結子会社である株式会社ザクラの会社分割による株式会社ＡＣＣＥＳＳのパブリッシング事業を含むメディア

サービス事業の承継について

１．企業結合の概要

(1) 相手企業の名称及びその事業の内容

相手企業の名称    株式会社ＡＣＣＥＳＳ

事業の内容        パブリッシング事業を含むメディアサービス事業

(2) 企業結合を行った主な理由

高い知名度を有するパブリッシング事業を中心に、コンテンツ提供にとどまらない新サービスを多面的に展開し

ていくため。

(3) 企業結合日

平成24年１月31日

(4) 企業結合の法的形式

株式会社ＡＣＣＥＳＳを分割会社、株式会社ザクラ（当社の連結子会社）を承継会社とする会社分割

(5) 結合後企業の名称

株式会社ザクラ（平成24年２月１日付で東京カレンダー株式会社に商号変更）

２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益及び包括利益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

平成24年２月１日から平成24年３月31日まで

３．被取得企業の取得原価及びその内訳

　取得の対価 現金　0　千円

　取得原価 0　千円

４．発生した負ののれん発生益の金額及び発生原因

(1) 発生した負ののれん発生益の金額

75,209千円

(2) 発生原因

投資に対応する純資産額が取得原価を上回ったため発生したものです。

　

ライフサイエンス コンピューティング株式会社及び同社子会社の子会社化について

１．企業結合の概要

(1) 被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称    ライフサイエンス コンピューティング株式会社

事業の内容　        医療関連向けソフトウェアの開発、販売

(2) 企業結合を行った主な理由

同社の医療関連ソリューションと当社の技術・ノウハウ・顧客チャネルとの連携を図り、ヘルスケア分野へより

一層積極的に展開するため。

(3) 企業結合日

平成24年２月29日

(4) 企業結合の法的形式

株式取得

(5) 結合後企業の名称

ライフサイエンス コンピューティング株式会社

(6) 取得した議決権比率

51.9％　

(7) 取得企業を決定するに至った主な根拠　

現金を対価とした株式取得によりライフサイエンス コンピューティング株式会社の議決権の51.9％を取得した

ためであります。

２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益及び包括利益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

みなし取得日を当第１四半期連結累計期間の末日としているため、四半期連結損益及び包括利益計算書に被取得

企業の業績は含まれておりません。

３．被取得企業の取得原価及びその内訳

　取得の対価 現金　196,000　千円

　取得原価 196,000　千円

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

(1) 発生したのれんの金額

117,730千円

(2) 発生原因

主としてライフサイエンス コンピューティング株式会社が事業領域を拡大することによって期待される超過収

益力であります。

(3) 償却方法及び償却期間

３年間にわたる均等償却
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 1,295円3銭 438円77銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 591,354 199,272

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 591,354 199,272

普通株式の期中平均株式数（株） 456,632 454,158

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

― ―

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。
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（重要な後発事象）

当第１四半期連結会計期間
（自  平成24年１月１日
至  平成24年３月31日）

（連結子会社の解散及び清算）

当社は、平成24年４月26日開催の取締役会において、当社の連結子会社であるアソシエント・テクノロジー株式会

社の解散を決議いたしました。

　

(1) 解散の理由

アソシエント・テクノロジー株式会社は、株式会社アセンディア（両社とも当社の連結子会社）に会社分割

で事業を譲渡して以降、実質的な事業活動をほぼ休止し、閉鎖の準備を進めてまいりましたが、今般、その残務処

理が終了いたしましたので、解散することを決議いたしました。 

　

(2) 当該子会社の概要

①　名称　　　　アソシエント・テクノロジー株式会社

②　事業内容　　資産管理

③　出資比率　　当社100％　

　

(3) 解散及び清算の時期

平成24年４月26日　　解散決議

平成24年８月　　　　清算結了（予定）　

　

(4) 当該子会社の状況（平成23年12月31日現在）　

①　総資産額　　86,227千円

②　負債額　　　 3,350千円

③　純資産額　　82,876千円　

　

(5) 当該解散による会社の損失見込額

本件による平成24年12月期の連結及び個別業績に与える影響は軽微であります。

　

(6) 当該解散が営業活動等へ及ぼす重要な影響

本件による営業活動等への影響は軽微であります。　

　

　 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成24年５月14日

フューチャーアーキテクト株式会社

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 渡邊　浩一郎　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 林　一樹　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山村　竜平　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフューチャーアー

キテクト株式会社の平成24年１月１日から平成24年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年

１月１日から平成24年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年１月１日から平成24年３月31日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッシュ

・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フューチャーアーキテクト株式会社及び連結子会社の平成24年３月31日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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